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日本近海を流れる黒潮の南端と北端海域に生息する貝類とその環境について

石山　尚珍＊

1．はじめに

　地質調査所燃料部の尾上亨技官が，古植物解析研究の

目的で目本の最南端にある西表島の調査へでかけた際

に，調査地の潮間帯に生息する各種の貝を採集してきて

くれたので，これと筆者がすでに採集したことのある東

海・関東方面の貝類とを比較検討してみた。

　西表島から房総半島へかけての海域は，いわゆる黒潮

の海域にあたる．そこで，まず黒潮の実態からふれてみ

よう．

　地球の自転に支配されて，太平洋を東から西へ流れて

いる海流の一つに北赤道海流というのがあるが，この海

流がルソン島の東側までくると，バシー海峡から流れだ

している南シナ海の沿岸水と地形などの影響によって北

東へむかう流れに変わる．これが黒潮で，もとの北赤道

海流とのちがいは黒潮のほうが塩分の濃度が低くなって

いることである．

　このようにフィリッピンの東沖あたりで発生した黒潮

は，沖縄諸島の西沖を東シナ海の沿岸水の影響をうけな

がら北上し，奄美大島の北西方でわかれた分流は対島暖

流となって目本海へむかうが，黒潮本流のほうは奄美大

島と大隅半島の間をぬけ，50km前後の幅をもって本州

の太平洋沿岸ぞいの沖を北上しつづける。

　こうして夏には金華山沖までいくが，冬には銚子沖あ

たりで，太平洋へむかって東方および北東方へと流れは

ひろがっていき，やがて北太平洋海流（暖流）にっらな

る。黒潮が熱帯の海域から北上してくる問には，もちろ

んその周辺の海水もとりいれるが，黒潮に接する周囲の

海水に比べると高温・多塩であることが大きな特徴にな

っている（第1図参照）．

　一方，わが国の近海には親潮という寒流がしられてい

る。こちらのほうはベーリング海にはじまり，オホーツ

ク海の冷水もとりいれながらカムチャツカ半島から千島

列島ぞいに南西へ流れ，北海道の南岸をへて三陸沖に達

する．そして南方から北上してきた黒潮と接するが，親

潮は低温のために黒潮の下へもぐりこみ，潜流となつて

南下していく．

　結局・大きくみれば金華山から銚子へかけての海域は

黒潮（暖流）と親潮（寒流）が行ったりきたりする混合

水域にあたるから，黒潮の北端は銚子あたりの線という

ことができると思う．そこで，目本の近海を流れる黒潮

の南端と北端付近に生、臣・する貝類をとりあげ，その生息

環境をグラフに表わして検討してみた．

2，　内容について

ここにとりあげた採集地は西表島（N24。），渥美半島
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地質調査所月報（第26巻第9号）

第1表　採 集

種 類

GASTROPODA腹足綱
　Prosobranchia前鯛亜綱

　　Archaeogastropoda原始腹足目

　　Haliotidaeみみがい科

　　　Hα1∫0あ5漉56郷REEVE

　　Fissurellidaeすかしがい科

　　　．D604・7α卿齢α4伽α（REEVE）

　　　．D∫・4・7α5鋤・観（REEVE）

　　　D漏・7α5ψπψ観伽OTUKA

　　　彫癬o窺αoJ4h徽伽α（NEVILI）

　　　瀬α67056h乞鍼α4伽嬬αA．ADAMS

　　　ハ《α6γ056h25窺α脚67056h∫鋤α（DILLWYN）

　　　S6蜘5伽繍（BLAINVILLE）

　　　　T％9読466％∬α如A。ADAMS

　　Patellaceaつたのは科
　　　σθJJα％∫・76襯α（R．EEVE）

　　　P翻」α5媚α⑳吻REEVE

　　Acmaeidaeゆきのかさ科
　　　∠6膨妙α」肋（GOULD）

　　　Colあ56ぬh670娩（DUNKER）

　　　0・砺6伽」απ9伽4冨（HABE）

　　　N・」・α㈱αo・％6伽α（LISCHKE）

　　　ハ碗oα6η3θα56h76η6雇（LISGHKE）

　　　Trochidaeにしきうず科

　　　CαJlづ05≠07ηα観伽駕（DUNKER）

　　　ハ410η040η厩6h歪π6n5歪5BEGK

　　　掘ono40η∫αZα房o（LINN丘）

　　　　7セ9％」α」∫56hん8づ（TAPP1｛RoNE－CANEFRI）

　　　　乃8ぬ伽塀7∫（PHILIPPI）

　　　　7セ9腐」α炉塀7∫6αψ6膨7乞（DUNKER）

　　　　乃9認αγ観加（GMELIN）

　　　　U励0η歪襯60吻伽窺（KIENER）

　　　　U励oπ勉規9歪9伽蜘規（LEssON）

　　　Turbinidaeりゆうてん科

　　　　ム吻o孟妙7α伽祝55ぬ厩（GOULD）

　　　　71％7δ05∫8ηogッ1螂FISGHER

　　　Neritidaeあまおぶね科

　　　　盈痂αα1尻6昭αLINN丘

　　　　ハηθ7露αμ∫‘α如LINN丘

　　　　ハη67露αPoJ露αLINNE

　　　　瓦8吻伽磁（BURRow）

　　Mesogastropoda中腹足目

　　　Littorinidaeたまきび科

　　　　，乙魏07伽α676∂歪6％」α（PHILIPPI）

　　　　L魏07加ρ5乞5coccinea（GM肌IN）

　　　　L伽o吻ψ5ε5伽鰯o（WoOD）
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日本近海を流れる黒潮の南端と北端海域に生息する貝類とその環境について（石山）

類 覧

生　　息　　緯　　度　（N） 西表島
渥美半島
外　　海 飯　　岡 平　　磯 下神白

Pは太平洋側　　　Jは目本海側

P　：25（？）～40　　　」　；～41 ○

：P：9～35　　　」：～37 O
P　：～o～35　　　　J　：～36 O
P；33～36 O
P：～0～34 ○

P　：31～39　　　　　　J　：～40 O
P＝～0～42？ O
P；～0？～34　J；～37 O
P：14？～35　　」＝～41 O

P；12～51　　　J；～51 ○ O
P＝～o～35　　　　J　：～37 ○

P：35～42　　　　　　P　：32～46 O ○

P二23～39　　　」：～43 ○ ○

P　：25～35　　　　　　J　；～36 ○

P　；22～41　　　　　　J　：～40 ○

P：22～41 ○

P；24～41 O
P　：～o　？～41　　　J　：～41 ○

P：～0～26 O
P：26～39 ○ ○ O
P；31～42 ○ ○

P；31～35　　　」：～41 O
P；24～51 ○ ○

P：31～35 O
P　；31～36　　　　　　J　：～41 O O

P　：38～51　　　　　　J　；36～46 ○

P：～0～35 ○

P；～0～35 ○

P：～O～34 Q
P；～0～33 ○

P：～0～26 ○

P；26～42 ○

P：～0～28 ○

P：～0～31 ○
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地質調査所月報（第26巻第9号）

種 類

　　　L魏o吻ψ5乞5観ぬ伽θ（GRAY）

　　　7協α吻597α綴1副5（GRAY）

　　　T86∫α7勉5μo伽5（PHILIPPI）

　　ArchitectonicidaeくるまがV・科

　　　Ph乞」ψμα妙房嘱α（LINN亘）

　　VermiculariidaeへびがV・科

　　　S6ψμZo痂5魏醜6α傭（DUNKER）

　　Thiaridaeかわにな科

　　　蹴α7α56α67α（MOLLER）

　　Potamididaeうみにな科

　　　B翻」α吻6痂η9歪（CROSSE）

　　Cerithiidaeかにもりがい科

　　　C87髭h彪彫66h彪α如窺LAMARK

　　EpitoniidaeいとかけがV・科

　　　・4窺αθα規α9η塑珍α（SOWERBY）

　　Amaltheidaeきくすずめ科

　　　∠重窺α髭h6α60痂oαSCHUMAC互【ER

　　StrombidaeすいしょうがV・科

　　　S♂70規蝕5」鉱h襯綴5LINN丘

　　　翫70ηz蝕5麗7‘6郷LINN亘

　　NaticidaeたまがV・科

　　　ハη観6α56∂67α（GOULD）

　　　陥渉加74●1α励REEVE

　　　Po砂n伽4吻規α（R6DING）

　　　POひ吻5伽⑳7傭（RECLUZ）

　　Cypraeidaeたからがい科

　　　qψ7α6α∂露6」彪5LINN亘

　　　E770ηθαゴαゆo痂αz（SCHILDER）

　　Cassid＆eとうかむり科

　　　Phα1伽窺5痂9α」襯（GMELIN）

　　　S6傭α繍」‘ψ・廊α（REEVE）

　　　38痂6α酪ρ67伽撚KIRA

　　TonnidaeやつしろがV・科

　　　7bηπα観6・5伽α（K．茸STER）

　　Ficidaeびわがい科

　　　F伽励翻卿8伽5（d’ORBIGNY）

Neogastropoda新腹足目

　Muricidaeあくきがい科
　　　C67α渉05哲oη昭ゴごψoπ歪6ε6ηz6η467ηzoη乞5（SMITH）

　　　Ch∫6076％5剛房6観ぬ5（PERRY）

　　　．Z）麗吻α蹴α765（KIENNER）

　　　　ハ40雇α97伽撹伽α（DUGLos）

　　　瀬・7ぬ窺翻α（KIENER）

　　　Poμ70卿ノ勿6伽6あ（DESHAYES）

　　　Po伊70卿戸砂6伽あh妙56αηα（DUNKER）

　　　　P％ψ財7α670π痂DUNKER

　　　　P初ψ％7α廊痂9麗6η吻DUNKER　et　ZELEBOR
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日本近海を流れる黒潮の南端と北端海域に生息する貝類とその環鏡について（石山〉
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地質調査所月報（第26巻第9号）

種 類

　　　P卿徽」吻5渉o灘（H：OLTEN）

　　　Pπψ㍑7α励θ703α（R6DING）

　　　Rα≠）απα渉hoηzα5勉nαCROSSE

　　Pyrenidaeたもとがい科

　　　σoJ伽zゐθJJα伽7伽7伽αLAMARCK

　　　砂76π6動ψoJ露α（SOWERBY）

　　　砂76π6娩跳（GASKOIN）

　　　乃76π6∂α吻η5（DUNKER）

　　Buccinidaeえぞぱい科

　　　β吻1・物卿・π蜘（REEVE）

　　　ハ偽ク伽πθααπh7痂6α（BERNARDI〉

　　　P磁吻6聰吻α（REEVE）

　　　P加痂伽76α（REEVE）

　　　Sψhoηα」勉6α55認α7勉σb7ηz65（REEVE）

　　NassariidaeむしろがV・科

　　　ハ砲55α7彪567α∬初5（PHILIPPI）

　　　ハ砺5α吻5ノ勉渉6繊」％5（DUNKER）

　　　撒55α吻5窺％670πα彪5（A．ADAMS）

　　　ハηα∬α7諮766∂6α綴5（DUNKER）

　　　恥55α吻5漉9η3α吻（A・AD奔MS）

　　Fasciolariidaeいとまきぽら科

　　　勘伽5励67・5π5（REEVE）

　　01ividaeまくらがV・科

　　　0伽6JJαJ侃g衡7α渉α（ADAMs　et　REEvE）

　　　0あ∂61」αゴψ07z66αPILSBRY

　　Mitridaeふでがい科

　　　M伽α」魏θ7厩αLAMARCK

　　　ハ4髭7αz667αLAMARGK

　　　P郷εαhづz6nθn5琶3（PILSBRY）

　　Cancellariidaeころもがい科

　　　0απ66JJα吻ηo薦物αSOWERBY

　　　σ伽66伽吻ψ6πgJ6吻παDESHAYES

　　Turridaeくだまきがい科

　　　αα郷％nゑz・π幽（LAMARCK）

　　Conidaeいもがい科
　　　Coη％56070πα伽（GMELIN）

　　　Goπ鉱5のγα8％5LINN丘

　　　Oo灘灘8鉱5：LINN丘var．

　　　Coππ5窺α7規078％5LINN重var．

　　Terebrid＆eたけのこがい科
　　　盈z5孟z〆α漉∂875α（SMITH）

Opisthobranchia後鰯亜綱

　Pleurocoela狽朔室目

　　Hydatinidaeみすがい科
　　　珍面鹿παρ妙5∫5（LINNE）

　　Atyidaeたまごがい科

　　　オ砂5砂あ励加（H肌BLING）
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日本近海を流れる黒潮の南端と北端海域に生，懸する貝類とその環境について（石山）
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地質調査所月報（第26巻第9号）

種 類

　Pulmonata有肺亜綱

　Basommatophora基眼目
　　Ellobiidaeおおみみがい科

　　　磁」αη吻56ψ7（KむSTER）臼

　　Siphonariidaeからまつがい科

　　　3ψhonα吻ゴ砂o競α（DONOVAN）

　　　Sψhonα7彪」α6乞疵05α（LINN亘）

PELECYPODA斧足綱
　Taxodonta多歯目
　　NuculanidaeちりろうばV・科

　　　Sα6・6伽60ψ5α（HANLEY）

　　　Sα666伽go740諮（YOKOYAMA）

　　　Sα66611α56灘瀦∫5（SuzuKIetIsIzu鮎）

　　Arcidaeふねがい科
　　　・4nαぬ7α鰯o痂（DUNKER）

　　　∠4nαぬ7α5幼676ηα≠α（LISCHKE）

　　　∠繊60惚7漉」OUSSEAUME
　　　P56％4097α窺窺αJo40箆吻」あ（SMITH）

　　Glycymeridaeたまきがい科
　　　0砂卿67加」6・」歪n6磁（LISGHKE）

　　　0砂砂η367お∂65痂α（DUNKER）

　Anisomyaria不等筋目
　　MytilidaeいがV・科

　　　めあ1％567α∬露65如LISCHKE

　　　め観麗56吻傭LINN覚

　　　Sψ雌7ん66π∫NOMURへ

　　　＆ψ雌7鞠燃（WIEGMANN）
　　　％」56Jlα4塀涜あ5KuRoDA　et　H：ABE

　　　％15611αη吻on初OYAMA

　　Isognomonidaeしゅもくあおり科
　　　む09ηo窺oπα6観γ05師5DUNKER

　　Pteriidae　うぐV・すがV・

　　　p勉6」αぬη観7gα7動⑫7α（LINN1至）

　　PectinidaeいたやがV・科

　　　Chlα噸吻卿6繍（KURODA）
　　　P66孟6ηごzJ房6αn5（Scr【R6TER）

　　Spondylidaeうみぎく科
　　　勘oηψ彪56耀6n顔5Llsc宜KE

　　Ostreidae　V・たぼがき科

　　　θ卯hα6α49α5（THUNBERG）

　　　0りψhα6αη∫勲oηα（SEKI）

　　H：eterodonta異歯目

　　Ungulinidaeふたばしら科

　　　DψJo40ηたzゴ砂01zぢoαPILSBRY

　　ErycinidaeこふじがV・科

　　　加5α6α噸卿初KEEN

　　Chamidaeきくざる科

ハマシイノミガイ

カラマツガイ

コウダカカラマツガイ

ゲンロクソデガイ

ゴルドンソデガイ

アラスジソデガイ

サトウガイ

サルボウ

コベルトフネガイ

シコロエガイ

ベンケイガイ

タマキガイ

イガイ

ムラサキイガイ

ヒメイガイ

ムラサキインコ

エゾヒバリガイ

ヒバリガイ

ヘリトリアオリガイ

クロチョウガイ

アズマニシキ

イタヤガイ

チリボタン

マガキ

イワガキ

ヤエウメ

チリハギ

32一（462）
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生　　息　　緯　　度　（N） 西表島
渥美半島
外　　海 飯　　岡 平　　磯 下神白

P　：～0？～35　　　」　：～36 ○

P：～0～35 O
P：，》0～25 ○

p　；～o～36　　　　J　：～41 O
P：31～35　　　」：31～36 ○

P：31～32　　　J：32～41 O

P　；31～39　　　　　　　」　＝～37 ○

P：26～40 ○

P：30～43　　　J＝～45 O O O
P　；34～41　　　　　　」　；～43 ○

P；31～39　　　J；～40 O
P　；31～35　　　　　　J　：～40 O

P　：31～42　　　　　　」　；～43 O ○ O
：P：34～51　　　J＝～46 O ○

P：25～41　　　J：～43 ○

P：14～42　　　」：～44 ○ ○ O
P　；35～51　　　　　　J　：～47 ○

P　：25～41　　　　　　」　＝～41 ○

P；～0～33 O

P＝～0～34 ○

P；31～42 ○ O
P　：30～42　　　　　　J　：～42 ○

P　＝26～39　　　　　　」　：～40 ○

P：23？～43 O O
P；34～40 ○

P：33～39 ○ O

：P：26？30～41　J：～41 ○
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種 類

　Ch躍α7卿瓢REEVE
Cardiidaeざるがい科

　F7α9瑚z6α7♂nα魏窺（LYNGE）

TridacnidaeしやこがV・科

　7碗4α6πα6Jongα如LAMARGK

Veneridaeまるすだれ科
　Do5翻α薩」観π1α」α（GRAY）

　．Z）05∫η宛ρ撹66566η5（PHILLIPPI）

　0ψα7勉規ρ66あηα魏窺（LINN亘）

　Ooηψh伽αηz6」伽α89おR6MER

　瀬6麟廓1α耀7面DESHAYES
　P70渉o渉hα6α56h6η6初（NOMURA）

　P70渉o渉hα6α吻雁ηθα6％9妙如（SOWERBY）

　3ακ劾窺％5勿脚7伽5（SOWERBY）

　S襯6伽膨n伽α125（MENKE）

　％nθ7吻55禰466％s5認α（REEVE）

　％η672ψ25∂α吻9伽（SOWERBY）

Petricolidae　V・わほりがい科

　P6痂60」αα69漉567魏αSOWERBY

　MesodesmatidaeちどりますおがV・科

　∠4妨孟046α5≠吻厩（GMELIN）

　Mactrid我eばかがV・科

　ハ4α6襯670556∫（DUNKER）

　ハ4α6」7αψ60如扉1ぎ5LISGHKE

　Rα吻μ16h6Jlα（ADAMs　et　REEvE）

　助ゴ躍」α667nα7漉（PILSBRY）

　助ゑ5z〆α5α6hα1伽6η5」5SGHRENCK

　Asaphidaeりゅうきゅうますお科

　0副μ16h67吻zα（DESHAYES）

　0α7乞5狛og漉PRASHAD

　TellinidaeさらがV・科

　磁67・灘6・灘卿顧（KIRA）

　ハ4α60η観560拓070YAMA

Adapedont＆無面目

　SolenidaeまてがV・科

　30」6π90祝娩CONARD

　PholadidaeにおがV・科

　Pholα漉46αんαη2盈躍6η5∫5YOKOYAMA

キクザル

ヒシガイ

シラナミ

ヒナガイ

ヒメカガミ

ホソスヂイナミガイ

コタマガイ

チョウセンハマグリ

メオニアサリ

ヌノメアサリ

ウチムラサキ

ワスレガイ

アサリ

ヒメアサリ

シオツガイ

イソハマグリ

ヒメバカガイ

アリソガイ

チヨノハナガイ

ホクロガイ

ウバガイ

サカライマスオ

ヒノデシオサザナミ

マルシラトリモドキ

サギガイ

マテガイ

カモメガイ

の外海（N34。），飯岡（N35。），平磯（N36。）および下

神白（N37。）の5カ所についてである．

　西表島で採集された貝は，腹足綱に属するものが20科

43種，斧足綱に属するものが6科6種で，合計すると26

科49種になる．

　渥美半島の外海側で採集した貝は，腹足綱に属するも

のが11科18種，斧足綱に属するものが6科14種で，合計

17科32種になる．

　飯岡で採集した貝は，腹足綱に属するものが11科21種，

斧足綱に属するものが12科29種で，合計23科50種にな

る．

　平磯で採集した貝は，腹足綱に属するものが13科20種，

斧足綱に属するものが4科5種で，合計17科25種にな
る。
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日本近海を流れる黒潮の南端と北端海域に生息する貝類とその環境について（石山）

生　　息　　緯　　度　（N） 西表島
渥美半島
外　　海

飯　　岡 平　　磯 下神白

P　；～o～39　　　　J　3～41 ○ O

P～12～34 O

P：～0～29 ○

P：31～35　　　　　　J　3～36 ○

P：10？34～36 ○

P：～0～33 ○

P　：31～42　　　　　　」　＝～43 O
P　：25～35　　　　　　J　：～37 O ○

P；32～39 ○

P　；35～45　　　　　　J　：～46 ○

P：32～42　　　J；～43 ○ O
P；23？～35 ○

P　：25～45　　　　　　J　＝～46 ○

P：～o～35　　J；～37 ○ O O

：P：32～39 ○

P：～0～35 O

P：31～39 O
P　：15～35　　　　　　」　；～40 ○

P；o～41　　　J：～41 O
P　；25～35　　　　　　」　：～4玉 ○

P　；36～43　　　　　　J　；40～46 O

P：～0～29 O
P：～0～35 ○

○

P　；23～41　　　　　　J　：～46 O

P：31～42　　　J＝～42
○

P；33～41？　　　」：～41？ ○

　下神白で採集した貝は，腹足綱に属するものが10科18

種，斧足綱に属するものが9科12種で，合計19科30種に

なった（採集貝類の一覧表参照）．

　さて，第2図に描かれている5つの図は一種の生態グ

ラフであって，横軸は貝の生息範囲（緯度）を示し，縦

軸は各採集地でとれた貝の種類数を，各貝の生息範囲に

したがいながらつみ重ねたものである．ゆえに多くの種

類が採集される場所については，その地点のグラフの山

は高くなり，反対にグラフの山が低いものはその地点に

生息する貝の種類が少なかったことを意味する．

　ここに掲げた5つのグラフ（実線のもの）の中では採

集種類数50の飯岡の山が最も高くなり，ついで西表島

（49種），渥美半島外海（32種），下神白（30種），平磯（25

種）の順に低くなっていく．
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西表島
（N240）

渥美半島外海

　　（N54。1

O・　　IO・　20・　30・140。i5d》N
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、

　各グラフの左端は緯度0度の赤道であるから，この部

分の山が高ければ黒潮系の貝の種類が多く生息している

ということになり，それはまた採集地点における暖流の

影響が強いことを表わしている．これに反して右端（北

緯42。あたりから北）の山が高くなってくれば，親潮（寒

流）の影響が強まってきたことを示す．

　そこで各グラフを比較すれば，各採集地点における海

流の影響の違いがわかるわけであるが，実線のグラフを

みると，各比率（種類数と生息緯度）がまちまちのため

に比較しにくい．よって，これらのグラフの高さが同じ

（種類数を同一とみなした場合）割合になるように調節

したものを，点線で表わしてみた．

　第2図の5つのグラフを比べてみて，まず気がつくこ

とは①南（西表島）ほど暖流の影響が強く，北の採集地

へいくに従って減少していくこと．②北（下神白）には

寒流の影響がでているが，それは南の採集地へいくほど

減少してくる．

　このことについてさらに詳しくのべてみると，西表島

における海岸の環境は暖流が卓越し，とくに熱帯・亜熱

帯の要素が強い．

　これが渥美半島の外海あたりまでくると，まだ暖流の

影響は強いが，その内容をよく検討してみると，熱帯の

要素よりは亜熱帯の要素が漸増してきていることがわか

る．なお，渥美半島外海のグラフを西表島のものに比べ

ると，31。Nあたりから山がぐっと高くなってきている

が，これはここから目本的要素が加わったためで，それ

は内地の沿岸水が発達する所から高くなり始めている．

　黒潮も飯岡あたりまでくると，渥美半島外海よりも熱

帯の要素は減ってくるが目本的要素のほうはさらにふ

え，また寒流の影響もわずかばかりうかがえるようにな

る．

　平磯のグラフをみると，飯岡よりも寒流の影響がやや

強くなってきているが，まだ暖流の影響のほうが優勢な

ことがわかる．

　下神白については，熱帯の要素がわずかになり，寒帯

の要素は平磯よりも増加している．すなわち暖流よりも

寒流の影響のほうが強まってくる．なお，これら5つの

採集地点の中で，下神白は日本的要素が最も発達してい

る．

3，　採集時期と貝の種類について

’

下神白F曽一．一“－一．1〆

（N370）

Q。　　　IQ。　　　2QO 3Q。　　　　40。　　　　50。

第　2　図

毎年毎年，春夏秋冬の気候変化がくりかえされている

が，暖冬とか涼夏のような年もあって，いっも規則正し

いものではない．

　これは海流にっいてもいえることで，黒潮の流れが目
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本の沿岸へ接近することもあれば反対に沿岸から遠ざか

ることもある．また，この黒潮の流れの中に冷水海域が

出現してその勢力が消長することもしられている．

　このような現象がおこると，それはすぐ生息する魚類

に大変化が現われるが，魚類のように移動が自由でない

貝類にとってはどうであろうか．ということが考えられ

る．

　これに関連して問題になるのは，ある地点に生息する

貝類を採集する場合に①その海域にはいつも同じ種類の

貝類だけが生息しているのか一それは季節や年によって

変化することはないのか．②そこに生息する全種類を採

集することが可能か一見落しはないか．などの2点であ

ろう．

　この問題については，同じ場所へ何回か行ってみる

と，そのつど採集される貝の種類は違っているのがふっ

うであって，また生息する全種類を一つ残らず完全に採

集することも実際には不可能であろう，このような理由

から，たまたまある地点へ貝の採集に行き，そのときに

見っけた種類だけについて生態グラフを作製しても，そ

れはある特定の目の偶然の現象であって，そこに生息す

る貝類のコンスタントな状態を表わしているものではな

いという懸念がわくが，これについては次の解答がある．

　第3図の生態グラフは地質部の大山桂技官が，伊豆半

島の白浜で5回にわたって採集した貝について描いたも

のである．

　1回目　1951年9月24日　109種を採集

亘回目

皿回目

w回員
V回目

てもよいのではなかろうか．

4．　む　す　び

　第2図からひきだせる結論は，r黒潮が卓越する西表

島にみられる貝類の生，自・環境は暖流の影響が圧倒的に強

く，北上するにしたがって東シナ海や本州の沿岸水の影

伊豆白浜

1（IO9希重）

195L9、24

1【（80種）

1952．8．30

0。 lO。 20。

ノ

！

！

50。

ノ、

■　、

’

’

40。

1952年8月30目　80種を採集

1954年12月　85種を採集

1963年9月5日　110種を採集

1966年10月23目　53種を採集

皿（85種）

1954．12．一

O。 lO。 2Q。

ノ

’

〆

〆

30。

ヘ
ノ、

ノ

4（ア

＼

　以上5回にわたる採集地は同じ場所だが季節も年も違

っている．最も採集種類数が多かったのはUO種で，少

ない時は53種となりほぼ2分の1に減っている．なおこ

の場合の53種というのは，110種の時と比ぺて両者の共

通種だけが採集されたという意味ではなくて一もちろん

共通種は多いが一53種の中には110種中に含まれていな

い種類も幾つかまじっている。

　さて第3図をみると，採集種類数をもとにして描いた

実線のグラフの場合は山の高さも形も違っているが，こ

れを2の項で述べたように高さを同じ比率にして点線の

グラフに描きなおしてみたところ，これら5つのグラフ

の形はそれぞれ似たようなものになってきた．

　このことは，ある地点における貝類の生息環境を考え

る場合に，“その場所へ何回も採集に行かなくても，た

だ1回だけの採集でおおよその傾向はつかめる”といっ

0。 lo。 20。 30“ 40。

π（U　Q零重）

1963．9．5

O。 lO。 200 300 400

　　　　　　　　　　　　　　　　！　、　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　、　　　　　　　　　　　　　　　　，ノ　　　覧
　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　一一’　　　　　、
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▽（53種）i　　　　　　　　　l
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、

IO。 20。

第　3　図

50。 40。
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響をうけて熱帯的要素が弱まり，黒潮北端部の飯岡まで

くると寒流の影響もわずか混入してくる」ということが

できる．

　第3図についてはrただ1回だけの採集データでも，

貝類の生息環境を推定する資料になり得る」ことがわか

る．ただし，この場合に種類数は多いほど望ましいのだ

が，最低幾種類まであったら，データとして使いものに

なるかが問題になる．たとえば採集された貝がヨメガカ

サ（P：12～51）の1種きりだったとしたら，これだけ

では暖流と寒流のどちらの影響を強くうけているのかわ

からないし，また目本的要素が含まれているかどうかも

判断できない．

　これが魚類の場合ならば，サケやマスがとれれば寒流

系で，カツオやマグロがとれれば暖流系ということが，

はっきりわかる．

　また植生についてながめてみると，アフリカ地方の砂

浜が原産地といわれているハマユウ（ひがんばな科の大

型常緑多年草本）が，沖縄一九州一四国一紀伊半島一渥

美半島一伊豆半島一三浦半島一房総半島などの海岸に自

生しているのは，明らかに南から北上してくる暖流の影

響によるものであることがわかる．事実このようにハマ

ユウのみられる海岸の海水の温度は，だいたい15℃より

も高くなっている（漁業関係者は15℃以上の海流を暖

流，5℃以下を寒流，両者の中間5℃一15℃を混合水域

ときめている）．

　なお，北方系の海岸植物としてしられているものにハ

マナシ（ばら科の落葉低木）がある．ハマナシは，アラ

スカーカムチャツカー樺太一千島一北海道一東北などに

自生がみられ，太平洋側では茨城県鹿島郡の海岸あたり

まできてヤ・る．そしてこれより南には自生していないの

で，寒流の影響をうけていることが考えられる。

　このように南方系のハマユウと北方系のハマナシの分

布は，はっきり区分ができる．

　貝についてもツタノハ（P：0～35）は暖流系で，エ

ゾチヂミボラ（P：36～46）のほうは寒流系とV・うよう

に区別できるものもあるが，　（P：0～35）や（P：36

～40）の意味は，この緯度の範囲内の海域だったらその

貝が必ずどこにでもみつかるというのではなくて，この

範囲の中で自分たちの住みよい場所（水温・水質・底質

・プランクトン・地形など）だけを選んで生息している・

なお貝の生、慰状態というものは一つの場所には1種類だ

けというのではなく，たいてい各種のものがまじって生

息しているから，2の項で述べたように生態グラフに表

わして検討するのが，生息環境を推定するための確実な

方法といえよう．

　本稿を終るにあたって，貴重な資料を供与して下さっ

た尾上亨・大山桂の両技官に，厚く御礼申し上げる次第

である．
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